
  

今号では学生図書委員の皆さんから頂いたオススメ図書の推薦文を掲載しています。(原文のまま) 

図書館に所蔵のある本には★マークがついています。是非、手に取って読んでみてください。 
学生図書委員の皆さん、ご協力ありがとうございました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

幡ケ谷図書だより 冲永学園＊図書館 

発行 2025.1.6 

  No.65 

★【資質・能力[理論編]（国研ライブラリー）】 国立教育政策研究所 編 

・ 教育に携わりたい人には絶対に読んで欲しい本だと思います。子どもたちの資質能力の育成の重要性が分かる本になって

います。(匿名) 

【7つの習慣】 スティーブン・R・コヴィー 著 

・世界中で読まれている成功哲学本。 

人格を磨くことで充実した人生が送ることができる!?(匿名) 

★【バムとケロのおかいもの】 島田ゆか 作/絵 

・島田ゆか先生の大人気シリーズ「バムとケロ」の第 4作目です。 

みんなで月に一度のおかいものに出かけるお話なのですが、物語の面白さもさることながら、島田先生の描く愛らしいイラストの

数々に思わず夢中になってしまいます！ (ペンネーム:「バムとケロ」30周年おめでとう！) 

★【いのちの食べかた】 森達也 著 

・この本を読んでから食べ物のありがたみを前よりも感じました。みんなもぜひ読んでみてください。ご飯をのこさず食べましょ

う。 (匿名) 

【ゴールデンカムイ】 野田サトル 著 

・明治時代後期の北海道のようすやアイヌの文化が分かる‼北海道に行きたくなることまちがいなし‼ (匿名) 

図書館へのご意見をお聞かせください 
 
 

右記 QRコードより、図書館アンケートへの 
ご協力をお願い致します 

 (回答期限：～2/28) 

マンガ 

学び 

2024年実写映画化されました。 

 

絵本 

 

関連の本の所蔵があります。 

『７つの習慣ティーンズ』、『まんがでわかる７つの習慣』

『人格教育への挑戦 「７つの習慣Ｊ」プログラムの実践』 



 

     

 
蔵書検索はこちらから➡ 

★【流浪の月】 凪良ゆう 著 

・ 現代的なテーマで、お互いを思いやる気持ちと世間からの目、考えさせられる作品です。(匿名) 

★【AX】 伊坂幸太郎 著 

・色々な情景が思い浮かぶ作品で、他のシリーズも読みたくなるような面白い本です！(匿名) 

【白い宴】 渡辺淳一 著 

・ 実際の事件を元にした日本初の心臓移植についての作品。医学の進歩と人間の尊厳、生命の尊さについて考えさせられ

る一冊。  (匿名) 

★【赤と白とロイヤルブルー】 ケイシー・マクイストン 著  林啓恵 訳 

・ボーイズラブのお話です。イギリスの王国の孫、ヘンリー王子とアメリカの大統領の息子、アレックスが恋に落ちるお話です。

上流階級にいる 2人は、様々な困難にぶつかるのですが、2人で乗り越えて行く姿が素晴らしいのでぜひ読んでください。  

(匿名) 

★【リコリス・リコイル Ordinary days】 アサウラ 著 

・アニメ好きなら一回は読んで欲しい作品。スピンオフ作品としてはアニメを観ていなくても読みやすいのでおすすめです 

(匿名) 

【かわいいだけじゃない私たちの、かわいいだけの平凡。】 最果タヒ 著 

・女の子達のおはなしです。タイトルも表紙もかわいい 1冊です。(匿名) 

★【植物図鑑】 有川浩 著 

・植物にくわしくなる！キュンキュンしたい人にどうぞ(^_^）(匿名) 

★【六人の嘘つきな大学生】 浅倉秋成 著 

・私は題名に惹かれて読みましたが、読み始めると先が気になり、どんどん読み進めていました。会話がメインなので読書が苦

手な方も読みやすいと思います。また今年(2024 年)11 月 22 日に映画の公開が決まっているので、先に映画を観てから

読むのもいいかもしれません‼ (ペンネーム: ゆ.) 

シリーズの「マリアビートル」「グラスホッパー」「777」も所蔵があります。 

 

詩人 最果タヒの初長編小説です 

 

映画化された小説 

医療小説 

ミステリー小説 

小説 

★【35年目のラブレター】 小倉孝保 著 

・文字の読み書きができない夫、妻に「今日から私があなたの手になる」その言葉に夫は救われた。その言葉により夫はラブ

レターを書きたいと決める。。35年目になったラブレターの行方とは。(ペンネーム:211) 

★【夜が明けたら、いちばんに君に会いにいく】 汐見夏衛 著 

・実写映画化にもなっている人気の本です。機会があれば読んでみてほしいです!! (匿名) 

★【アイネクライネナハトムジーク】 伊坂幸太郎 著 

・全ての登場人物と物語が伏線になっている、読み進めれば読み進めるほど繋がっていく、最後まで目が離せない短編集。 

(匿名) 


